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台
風
12
号（
９
月
２
～
４
日
）の
豪
雨
に
よ
る

避
難
勧
告

総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０

台
風
12
号
に
よ
る
記
録
的
な
豪
雨
で
紀
伊
半
島
で
は
、

大
変
な
被
害
を
受
け
、
各
地
で
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸

水
、
土
石
流
や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

熊
野
市
で
は
１
時
間
あ
た
り
１
０
１
．
５
㍉
の
激
し

い
雨
に
見
舞
わ
れ
、
川
が
氾
濫
し
、
冠
水
や
停
電
が
発

生
。
ま
た
、
紀
宝
町
で
は
大
規
模
な
土
石
流
、
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
大
台
町

（
宮
川
）
で
は
３
日
間
の
降
水
量
は
、
１
４
９
９
．
０

㍉
の
降
水
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

玉
城
町
で
は
４
日
午
前
３
時
41
分
、
大
雨
警
報
が
発

令
さ
れ
、た
だ
ち
に
役
場
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

午
前
６
時
34
分
、
洪
水
警
報
が
大
台
町
（
宮
川
）
を
水

源
と
す
る
南
部
地
方
（
宮
川
下
流
を
含
む
）
に
発
令
さ

れ
た
た
め
、
水
防
警
備
に
あ
た
り
、
午
前
８
時
に
は
職

員
・
町
消
防
団
員
が
緊
急
事
態
に
備
え
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
に
就
き
、
午
前
11
時
に
「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し

ま
し
た
。

宮
川
岩
出
観
測
所
の
デ
ー
タ
が
物
語
る

宮
川
岩
出
観
測
所
の
デ
ー
タ
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
分

か
る
よ
う
に
、
午
前
５
時
に
は
、
水
防
法
に
よ
る
水
害

の
発
生
に
備
え
て
出
動
ま
た
は
出
動
の
準
備
に
入
る
水

位
と
さ
れ
る
「
警
戒
水
位
」（
５
㍍
）
を
、
午
前
８
時

過
ぎ
に
は
氾
濫
の
恐
れ
が
生
じ
る
水
位
と
さ
れ
る
「
危

険
水
位
」（
７
㍍
）
を
超
え
、
見
る
見
る
う
ち
に
水
量

が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
午
前
11
時
頃
に
は
堤
防
の
設
計
・
整
備
な

ど
の
基
準
と
な
る
水
位
「
計
画
高
水
位
」（
９
・
61
㍍
）

を
超
え
、
非
常
に
危
険
な
状
態
に
あ
り
午
後
２
時
に
は

10
・
8
㍍
に
達
し
、
こ
の
と
き
水
面
は
、
岩
出
の
堤
防

高
１
・
３
㍍
ま
で
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
午
前
11
時
、
山
岡
、
曽
根
、

昼
田
、
岩
出
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

インターネット『川の防災情
報』で宮川（岩出観測所）の
水位を見ることができます。
http://www.river.go.jp/
↓
テレメータ雨量・水位・水質・
積雪
↓
○一覧から指定（地域選択）
　三重県
↓
○一覧から指定（地域選択）
　伊勢志摩
↓
観測所名「岩出」

台風12号による宮川・岩出観測所の水位（平成23年９月４日）
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（津地方気象台発表）平成23年台風第12号に関する三重県気象速報から

小俣 南伊勢 宮川 紀伊長島 熊野新鹿 御浜
観測所

9月2日～4日までの降水量
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WHAT'S  NEW
玉
城
町
地
域
防
災
計
画
に
よ
る
勧
告
と
指
示

町
の
風
水
害
時
な
ど
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
地

域
防
災
計
画
で
は
、次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
避
難
勧
告
】
は
、
地
域
ま
た
は
土
地
建
物
な
ど
に

災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
発
令
す
る
と

な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化
し
、
避
難
す
べ
き

時
期
が
切
迫
し
た
場
合
に
は
【
避
難
指
示
】
を
発
令
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
場
合
、
岩
出
観
測
所
の
デ
ー
タ
を
読
み
、
災

害
対
策
本
部
長
（
町
長
）
の
指
示
の
も
と
直
ち
に
勧
告

を
出
し
ま
し
た
。

勧
告
・
指
示
が
出
た
場
合
に
は

避
難
理
由
や
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
連
絡
は
、
防
災

無
線
、
消
防
車
、
広
報
車
の
ほ
か
、
職
員
・
消
防
団
員

が
戸
別
訪
問
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
ほ
ど
こ
し

伝
達
し
ま
す
。

避
難
さ
れ
る
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
避
難
時
に
戸
締
ま
り
を
す
る

②
数
日
分
の
食
料
、
水
の
ほ
か
、
タ
オ
ル
、
ち
り
紙
、

懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
防
災
無
線
な
ど
を
持
参

③
雨
具
や
防
寒
具
の
ほ
か
、
必
ず
靴
な
ど
持
参

災
害
に
は
先
ず
避
難
と
“
助
け
合
い
”

４
集
落
に
勧
告
が
出
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
45
世
帯
１
０
０

人
が
保
健
福
祉
会
館
に
避
難
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
当
地
で
は
、
甚
大
な
被
害
も
な
く
皆
が
胸
を
な
で
下

ろ
し
、
午
後
５
時
30
分
、
避
難
勧
告
の
解
除
と
共
に
全

員
が
無
事
帰
宅
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

５
年
前
（
平
成
16
年
台
風
21
号
）
以
来
と
な
る
避
難

勧
告
の
発
令
で
し
た
。
今
回
も
玉
城
町
に
は
人
的
・
家

屋
被
害
は
な
く
、
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

今
後
も
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
風
水
害
だ
け
で
な
く
、
地
震
も
含
め
て
災
害

体
制
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
記
事
・
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、
災

害
対
策
本
部
（
総
務
課
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
災
害
時
の
情
報
が
取
得
で

き
ま
す
。

防
災
み
え
（
三
重
県
）

http://w
w

w
.bosaim

ie.jp/

津
地
方
気
象
台
（
気
象
庁
）

http://w
w

w
.jm

a-net.go.jp/tsu/

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
（
国
土
交
通
省
）

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/saigai/bosaijoho/

避難準備情報
（自主避難含む）

避難指示

避難勧告

宮川の様子（岩出：伊勢自動車道 宮川橋）

宮川の様子（昼田から）

岩出地内　水田の様子

台
風
12
号
の
被
害
に
対
し
、
度
会
町
・
紀
宝
町
へ
支

援
（
職
員
派
遣
な
ど
）
を
行
い
ま
し
た
。

【
度
会
町
へ
】

○
給
水
タ
ン
ク（
1.5
ｔ
）貸
出

【
紀
宝
町
へ
】

○
給
水
作
業（
２
人
）○
保
健
師
巡
回（
２
人
）

○
行
政
事
務（
６
人
）○
そ
の
他（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

3 城あとに夢を築くまち  たまき　2011-11

特　

集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ



ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

注
目
の
話
題

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

第
56
回
町
民
体
育
祭

「
敬
老
の
日
」
ご
長
寿
を
祝
い

町
長
が
高
齢
者
を
訪
問

９
月
19
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
あ
わ

せ
て
、
辻
村
町
長
が
高
齢
者
を
訪
問
し
、

記
念
品
や
花
束
を
贈
呈
し
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
10
月
９
日
、
お
城
広
場
で

「
町
民
体
育
祭
」
が
あ
り
、
お
よ
そ
千

人
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
受

け
、「
絆
」を
テ
ー
マ
に
防
災
関
連
な
ど
、

新
し
い
種
目
が
登
場
し
ま
し
た
。

「
元
気
で
す
た
ま
き
体
操
」
で
体
を

温
め
、
ま
ず
防
災
関
連
種
目
、
全
員
参

加
で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

３
Ｌ
の
給
水
袋
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
、
約

70
ｍ
を
お
よ
そ
50
人
で
リ
レ
ー
し
ま
し

た
。
隣
か
ら
隣
へ
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
ス
ム
ー
ズ
に
リ
レ
ー
が
で
き
て
い
ま

し
た
。

『
防
災
借
物
競
争
』
で
は
土
の
う
袋

を
一
輪
車
運
ん
だ
り
、
防
火
衣
を
着
た

小
さ
な
消
防
士
が
登
場
し
ま
し
た
。
他

に
も
簡
易
担
架
を
毛
布
と
物
干
し
竿
で

作
り
、
消
火
器
を
運
ぶ
『
安
心
・
安
全

搬
送
リ
レ
ー
』
も
あ
り
、
周
り
と
協
力

す
る
こ
と
や
い
ざ
と
い
う
時
の
応
急
方

法
を
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
取
組
ん
で

い
ま
し
た
。

ま
た
元
気
で
す
玉
城
委
員
会
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
種
目
で
は
、
天
守
閣

の
町
長
・
教
育
長
を
目
指
し
、
あ
い
さ

つ
を
し
な
が
ら
じ
ゃ
ん
け
ん
を
行
う

『
い
ざ
！
田
丸
城
』
に
声
援
が
飛
び
交

い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
保
育
園
児
に
よ
る
親
子

種
目
や
パ
ン
く
い
競
争
、
ジ
ャ
ン
ボ
な

わ
と
び
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
種
目
が
あ

り
、
大
勢
の

参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し

た
。

村
田　

き
く
江
様　

１
０
３
歳　

佐
田

磯
島　
　

聿　

様　

１
０
２
歳　

田
丸

山
口　

す
　ゞ

様　

１
０
１
歳　

上
田
辺

中
野　

綾
子　

様　

１
０
０
歳　

原

岡
野　

新
之

様　
　

９
９
歳　

岩
出

村
田
　
き
く
江
様

磯
島
　
　
聿
様

山
口
　
す
ゞ
様

中
野
　
綾
子
様

岡
野
　
新
之

様

今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
次
の
方
々
で

す
（
年
齢
は
訪
問
時
）。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

『安心安全搬送リレー』

『バケツリレー』

ジャンボなわとびで優勝した
『リトル・エンジェルズ』のみなさん
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健
康
し
あ
わ
せ
通
信
（
号
外
）

～
は
じ
め
ま
し
て
、『
た
ま
っ
き
ー
』で
す
～

第
11
回
玉
城
町
長
杯
囲
碁
大
会　

結
果

健
康
づ
く
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
！

広
報
た
ま
き
９
月
号
で
紹
介
し
た
玉

城
町
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
村
瀬
さ
ん
と

入
賞
者
の
方
々
の
表
彰
式
を
９
月
23
日

ふ
る
さ
と
講
演
会
前
に
開
催
し
、『
た

ま
っ
き
ー
』の
お
披
露
目
を
し
ま
し
た
。

た
ま
っ
き
ー
は
“
元
気
（
げ
ん
木
）

第
8
回
『
ふ
る
さ
と
講
演
会
』
開
催

玉
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
各
界
の
第
一

線
で
活
躍
中
の
方
を
講
師
に
迎
え
、「
ふ

る
さ
と
講
演
会
」
を
９
月
23
日
、
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
高
校
生
ま
で
町
で
過
ご
さ

れ
、
現
在
、
浜
松
医
科
大
学
教
授
と
し

て
ご
活
躍
中
の
浦
野
哲
盟
さ
ん
が
「
健

や
か
生
活
習
慣
：
軽
や
か
運
動
で
血
液

さ
ら
さ
ら
」
を
テ
ー
マ
に
血
の
固
ま
り

が
で
き
た
り
溶
け
た
り
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
血
の
か
た
ま
り
易
さ
と
生
活
習
慣

の
関
係
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
が
運
動
で

ど
の
よ
う
に
防
げ
る
か
な
ど
、
予
防
に

関
わ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
自
身
の
血
液
を
採
血
し
、

血
液
が
固
ま
る
様
子
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
窓
生
の
方
も
た
く
さ
ん

集
ま
り
、
花
束
の
贈
呈
も
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
後
、
浦
野
さ
ん
は
同
窓
生
と
共

に
田
丸
城
天
守
跡
で
町
の
発
展
を
願
い

記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
25
日
、
玉
城
町
文
化
協
会
主
催

の
同
大
会
が
保
健
福
祉
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

年
齢
差
の
大
き
い
対
局
、
近
隣
市
町

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
総
勢
35
人
が
終

日
囲
碁
を
楽
し
み
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
Ａ
ク
ラ
ス
》
※
敬
称
略

優　

勝　
　

村
田　

興　

（
明
和
町
）

準
優
勝　
　

井
上　

信
行
（
明
和
町
）

３　

位　
　

浜
口　

熙
志
（
明
和
町
）

《
Ｂ
ク
ラ
ス
》

優　

勝　
　

中
井　

唯（
中
楽
・
有
田
小
）

準
優
勝　
　

田
垣　

晃
生
（
門
前
）

３　

位　
　

下
村　

恒
幸
（
明
和
町
）

な
玉
城
町
”
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
も
と
に
、
玉
城
町
の
花
で
あ

る
桜
の
モ
チ
ー
フ
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

今
後
『
た
ま
っ
き
ー
』
と
一

緒
に
玉
城
町
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

表彰式の様子

健康づくりキャラクター
『たまっきー』

第８回ふるさと講演会 講師 浦野さん

記念植樹をする浦野さんと同窓生のみなさん
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平
成
23
年
第
７
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
９
月
２

日
、
開
会
し
、
各
会
計
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
平
成

23
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
21
議
案
が
上
程
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
９
日
閉
会
し
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
玉
城
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

病
院
事
業
会
計
決
算

水
道
事
業
会
計
決
算

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
決
算

下
水
道
事
業
会
計
決
算

右
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
詳
細
は
８
、
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
た
ば
こ
税
等
の

不
申
告
に
関
す
る
過
料
の
規
定
の
整
備
お
よ
び
上
場
株

式
等
の
配
当
所
得
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
措
置

を
延
長
す
る
等
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、
災

害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者
を
一
定
の
条
件
の
も
と
死
亡

さ
れ
た
方
の
兄
弟
姉
妹
に
拡
大
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
玉
城
町
一
般
会
計　

補
正
予
算
（
第
３

号
）

総
額
３
億
９
千
４
７
５
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
55
億
１
千
５
９
０
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。
補

正
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費
：
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
計
上
、
防
犯
灯

設
置
補
助
金
の
増
額

民
生
費
：
要
援
護
者
支
援
台
帳
作
成
業
務
委
託
料
お

よ
び
要
援
護
者
支
援
管
理
シ
ス
テ
ム
購
入
費
の
計

上
、
保
健
福
祉
会
館
改
修
工
事
請
負
費
、
保
育
所
改

修
工
事
請
負
費
の
計
上,

衛
生
費
：
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
モ
デ
ル
事
業
費
の

増
額

労
働
費
：
農
業
分
野
人
材
育
成
事
業
委
託
料
の
増
額

農
林
水
産
費
：
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
負
担

金
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額

土
木
費
：
道
路
等
の
修
繕
料
、
道
路
補
修
工
事
請
負

費
、
測
量
設
計
業
務
委
託
料
の
増
額
、
木
造
住
宅
耐

震
化
等
促
進
等
促
進
啓
発
事
業
委
託
料
の
計
上

防
災
対
策
費
：
災
害
備
蓄
用
毛
布
購
入
費
の
増
額

教
育
費
：
田
丸
小
学
校
の
空
調
機
等
の
修
繕
費
、
下

外
城
田
小
学
校
お
よ
び
有
田
小
学
校
の
外
構
工
事
請

負
費
、
理
科
教
材
備
品
購
入
費
の
計
上

●
平
成
22
年
度 

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
決
算
の
認
定
、
条
例
の
改
正

●
平
成
23
年
度　

各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど　

21
議
案
原
案
可
決

議会ウォッチング
ひと＋まち＋くらし

平成23年　第6回玉城町議会定例会
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WATCHING
▼
平
成
23
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
と
医
療
費
の
確
定
に
伴
う
国
・

県
補
助
金
の
返
還
金
お
よ
び
療
養
給
付
費
の
返
還
金
の

補
正
が
主
な
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
35
万

７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
15
億
１
千
２
６
２
万

９
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
で
繰
入
金
１
０
０
万
円
を
増
額
し
、
歳
出
で
農

業
集
落
排
水
事
業
費
１
０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
５
千
８
５
５
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
と
介
護
給
付
費
の
確
定
に
伴

う
支
払
基
金
か
ら
の
過
年
度
交
付
金
お
よ
び
国
・
県
へ

の
過
年
度
分
の
返
還
金
の
補
正
が
主
な
も
の
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
１
８
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
９
億
８
千
７
５
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
玉
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
と
過
年
度
保
険
料
の
還
付
金

の
補
正
が
主
な
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
80
万
７

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
億
１
千
１
３
１
万
２

千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

収
益
的
収
入
で
営
業
収
益
を
99
万
９
千
円
減
額
し
、

営
業
外
収
益
で
99
万
９
千
円
を
増
額
し
、
同
支
出
で
営

業
費
用
な
ど
３
３
１
万
２
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
で
分
担
金
収
入
３
千
３
０
３
万

円
の
減
額
、
同
支
出
で
水
道
拡
張
費
６
千
２
４
９
万
９

千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

収
益
的
収
入
で
６
３
６
万
８
千
円
の
減
額
、
同
支
出

で
１
千
２
１
３
万
４
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
で
企
業
債
等
１
億
７
千
３
０
９

万
２
千
円
の
減
額
、
同
支
出
で
建
設
改
良
費
１
億
７
千

３
０
９
万
２
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

※
各
会
計
に
お
い
て
４
月
以
降
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

各議員の賛否
　賛否の分かれた議案のみの表示です。他の議案は全会一致で賛成しました。

審
議
結
果

議員名

議案名

中
野　

勇

山
本
静
一

北
川
雅
紀

鈴
木
加
奈
子

小
林　

豊

前
川
隆
夫

風
口　

尚

川
西
元
行

中
瀬
信
之

山
口
和
宏

奥
川
直
人

高
木
市
郎

東
谷
富
雄

小
林
一
則

可 平成22年度玉城町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　

長

可 平成22年度玉城町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成22年度玉城町山村振興事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成22年度玉城町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成22年度玉城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成22年度玉城町水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 町税条例等の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成23年度玉城町一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成23年度玉城町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※「可」は可決、「否」は否決、不採択。議長は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長採決。○は賛成、×は反対、欠は欠席。

平
成
23
年　

第
５
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
玉
城
町
立
下
外

城
田
小
学
校
校
舎
増
築
及
び
防
音
工
事
）

株
式
会
社
伊
藤
工
務
店
（
伊
勢
市
）
と
請
負
代
金
４

千
５
６
７
万
５
千
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

平
成
23
年　

第
７
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

監
査
委
員 

風
口 

尚
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任

委
員
と
し
て
、
玉
城
町
小
社
曽
根
７
４
４
番
地 
山
口 

和
宏
氏
を
選
任
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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歳入	4,304,568	 4,642,894	 4,479,558	 5,019,117	 5,632,860
歳出	4,193,303	 4,477,485	 4,317,642	 4,784,354	 5,317,973

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業
「
元
気
バ
ス
」、

保
育
所
・
小
中
学
校
環
境
整
備
の
充
実

一
昨
年
よ
り
発
し
た
世
界
的
な
経
済

危
機
に
よ
り
、
日
本
経
済
も
甚
大
な
影

響
を
受
け
、
国
内
の
経
済
・
財
政
は
い

ま
だ
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
、
法
人
町
民
税
は
増

加
し
た
も
の
の
個
人
・
固
定
資
産
税
が

減
少
し
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営

の
中
、
第
４
次
総
合
計
画
の
最
終
年
と

し
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業

へ
の
取
組
み
、
環
境
整
備
と
し
て
は
前

年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
で
は
あ
る
が
外

城
田
保
育
所
の
空
調
防
音
工
事
、
玉
城

中
学
校
並
び
に
各
小
学
校
の
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
工
事
を
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
歳
入
12
・
04
％
の
増
、
歳

出
10
・
81
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
歳
入
で
は
、

国
の
経
済
対
策
に
よ
る
国
庫
支
出
金
、

地
方
交
付
税
の
増
額
、
歳
出
で
は
、
経

済
対
策
で
あ
る
緊
急
雇
用
対
策
に
よ
る

労
働
費
、
災
害
復
旧
費
の
増
額
な
ど
で

す
。

経
常
収
支
比
率
に
お
き
ま
し
て
は

77
・
９
％
で
前
年
度
よ
り
４
・５
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
９・

９
％
で
前
年
度
を
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

ま
し
た
。

財
政
力
指
数
は
、
０
・
６
７
９
％
で

前
年
度
よ
り
０
・
０
３
９
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度　

決
算

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
一
般・特
別
会
計
を
あ
わ
せ
て
、
歳
入
が
83
億
５
５
８
６
万
７
７
８
１
円
、
歳
出
が
79
億
９
９
７
７

万
７
０
９
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4,000,000

5,000,000

6,000,000

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

H18
H19 H20

H21
H22

【過去５年間の一般会計決算の推移】

●平成22年度　企業会計別決算（単位：円）
【病院事業会計】 【水道事業会計】 【介護老人保健施設事業会計】 【下水道事業会計】
●収益的収支 ●収益的収支 ●収益的収支 ●収益的収支
収　入 646,364,988 収　入 319,461,330 収　入 367,999,730 収　入 100,701,031
支　出 620,321,003 支　出 237,521,426 支　出 357,973,839 支　出 165,873,914

26,043,985 81,939,904 10,025,891 －65,172,883

●資本的収支 ●資本的収支 ●資本的収支 ●資本的収支
収　入 17,669,000 収　入 83,081,437 収　入 10,172,000 収　入 702,563,420
支　出 27,168,979 支　出 132,877,819 支　出 18,383,116 支　出 702,563,420

－9,499,979 －49,796,382 －8,211,116 0

【
メ
モ
】

◆
経
常
収
支
比
率
：
財
政
の
弾
力
性
な
い

し
健
全
性
を
測
定
す
る
の
に
用
い
る
指

標
。
経
常
収
支
比
率
の
70
～
80
％
が
よ

し
と
さ
れ
て
い
る
。

◆
実
質
公
債
費
比
率
：
実
質
的
な
公
債
費

等
（
元
金
・
利
子
・
将
来
負
担
額
等
）

が
財
政
に
及
ぼ
す
負
担
割
合
を
表
す
指

標
。
３
年
間
の
平
均
値
。
低
い
方
が
よ

い
。

◆
財
政
力
指
数
：
標
準
的
な
行
政
活
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
一
般
財
源
の
う

ち
、
ど
の
程
度
、
税
収
な
ど
で
賄
え
る

か
を
示
し
た
指
数
。３
年
間
の
平
均
値
。

数
値
高
い
ほ
ど
財
政
力
の
強
い
団
体
と

い
え
る
。
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【平成22年度　会計別決算】	 （単位：円）
会計区分 歳　入 歳　出 差引額

●一般会計 5,632,859,557	 5,317,973,282	 314,886,275	
●特別会計
　　国民健康保険 1,452,400,872	 1,388,197,241	 64,203,631	
　　住宅新築資金等貸付事業 3,732,911	 34,134,500	 △	30,401,589
　　老人保健 55,807	 55,807	 0	
　　山村振興事業 58,081,098	 57,140,005	 941,093	
　　農業集落排水事業 59,921,900	 58,358,248	 1,563,652	
　　介護保険 944,632,922	 940,441,609	 4,191,313	
　　後期高齢者医療 204,182,714	 203,476,403	 706,311	

計 8,355,867,781	 7,999,777,095	 356,090,686	

歳入決算

歳出決算

（款別）

（款別） 歳出決算 （※普通会計性質別）

●投資的経費
　　道路等基盤整備や学校などの公共施設の整備に
　　要する経費
●人件費
　　議員等報酬、給料、職員手当など
●扶助費 
　　各法令に基づき支給される社会保障経費

町民税の内訳

町税の内訳
町民税
856,550千円　44.9%

個人 635,457千円
法人 221,093千円

固定資産税
909,721千円　47.7%

軽自動車税
36,365千円　1.9%

たばこ税
93,172千円　4.9%

入湯税
11,197千円　0.6%

歳入合計　5,632,859,557円

地方交付税
1,379,175千円　24.5%

地方特例交付金
34,541千円　0.6%

国庫支出金
875,655千円　15.5%

自動車取得税交付金
26,898千円　0.5%

町税
1,907,005千円　33.9%

県支出金
374,243千円 6.6%

町債
363,900千円  6.5%

地方消費税交付金
137,865千円  2.4%

分担金及負担金
129,966千円   2.3%

諸収入
91,708千円   1.6%

地方譲与税
82,160千円   1.5%

配当割交付金 1,161千円
国有提供施設等交付金 472千円

繰入金 2,000千円
交通安全対策特別交付金 2,455千円
株式等譲渡所得割交付金 3,588千円
寄附金 6,068千円
財産収入 6,299千円
利子割交付金 7,413千円
ゴルフ場利用税交付金 9,372千円

訳
内
の
他
の
そ使用料及手数料

32,151千円　0.6%

繰越金
158,763千円    2.8%

歳出合計　5,317,973,282円

教育費
716,244千円
13.5%

土木費
322,175千円　6.1%

諸支出金
309,532千円　5.8%

衛生費
291,125千円　5.5%

農林水産費
248,870千円　4.7%

消防費
239,762千円　4.5%

労働費
125,416千円　2.4%

商工費 58,195千円
災害復旧費 4,486千円
予備費 0円

議会費 69,147千円

の
他
の
そ

訳
内

民生費
1,724,887千円
32.4%

公債費
500,226千円　9.4%

総務費
707,909千円　13.3%

投資的経費
922,999千円
17.6%

平成22年度 性質別決算額　5,348,854千円

人件費
902,243千円
16.9%

繰出金
397,389千円　7.4%

扶助費
579,177千円　10.8%

積立金
264,223千円　4.9%

維持補修費
44,660千円　0.8%

投資および出資金・貸付金
15,500千円　0.3%

補助費等
853,498千円　16.0% 物件費

865,287千円　16.2%

公債費
503,878千円　9.4%

※端数を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

※普通会計とは一般会計と特別会計のうち公営事業会計（上水道・下水道等の公営企業会計
および国民健康保険事業特別会計等）以外の会計（住宅新築資金等貸付事業特別会計等）
を統合して１つの会計としてまとめたもの。9 城あとに夢を築くまち  たまき　2011-11

特　

集

お
知
ら
せ
広
場

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ



平成22年度にこんな事業を行いました
平成22年度の決算が町議会で承認されました。
消防・防災、福祉バス・研修バス運行事業、雇用創出基金事業など多方面で事業を行いました。
このページでは、一般会計にみる主な事業をご紹介します。

【
玉
城
町
の
状
況
】

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
よ
る
健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負

担
比
率
）
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は
、
平
成
22
年
度
決

算
に
お
い
て
い
ず
れ
も
基
準
を
下
回
り
『
健
全
段
階
』

と
な
り
ま
し
た
。

玉
城
町
の『
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
』の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（千円）
事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果

総
務
課

広域消防委託経費 214,454 消防活動、救急活動を伊勢市消防本部へ委託し消防防災の維持・安定を図った。

地方債元利経費 500,266 

前年度末の地方債の残高38億7,573万円に対する、元利償還・利子経費である。
今年度の元金償還額は、前年度より164万3千円減となっている。今年度の地方債発行額は、3億6,390

万円で元金償還額を下回っている。今年度末の地方債残高は、前年度より7,056万6千円減の38億516万4
千円と減少している。

今年度発行の主なものは、、臨時財政対策債（2億5,800万円）、農林関係の県営事業負担金の6,680万円、
小学校の防音空調工事の3,740万円である。また、一時借入金の利子1万5千円を含んでいる。

生
活
福
祉
課

福祉バス・
研修バス運行事業 52,637

福祉バスから元気バスへ（無料運行）
平成8年、三重交通の路線大幅縮小を受けて、平成9年から保健福祉会館を拠点に公共施設・商業施設・

病院を結ぶ路線型の福祉バスを走らせ高齢者の活動機会の増大などを支援してきたが、より利便性の高い
交通システムを構築するために平成21年11月4日から東京大学大学院と共同でオンデマンドシステムの導
入をし、実証実験を開始。実験は平成22年8月から下外城田・田丸路線を廃止し、高齢者の方がデマンド
バス方式にスムーズに移行できるかを検証した。結果も良好なことから平成23年1月からは全ての路線を
オンデマンド方式による「元気バス」へ切り替え、利用者は毎月2,000人を超える。さらに、総務省の交付
金によりＩＣＴを利活用した安心元気な町づくりを目指し、高齢者の移動手段の確保、見守りサービスを
展開している。

福祉バス（年間延べ利用者数　18,102人）／元気バス（年間延べ利用者数　12,644人）
研修バス（30円／㎞）各課より申請を受け、研修バスの運行を実施（年間延べ件数　331件）。申請の主

なものは、教育委員会（233件）からの小中学校総合学習・クラブ活動及び福祉関係団体（26件）である。

（単位：％）

玉城町 実　　質
赤字比率

連結実質
赤字比率

実　　質
公債比率

将来負担
比　　率

標準財政
規　　模

うち　臨時財政
対策債発行可能額

平 成 22 年 度 － － 10.6 74.9 3,680,556 446,111
平 成 21 年 度 － － 10.6 74.9 3,581,968 265,317
平 成 20 年 度 － － 11.2 66.0 3,635,931 170,953
早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0
財政再生基準 20.0 40.0 35.0

資金不足比率 下水道事業
会　　計

水道事業
会　　計

病院事業
会　　計

介護老人保健
施設事業会計

平 成 22 年 度 － － － －
平 成 21 年 度 － － － －
平 成 20 年 度 － － － －
経営健全化基準 20.0 20.0 20.0 20.0

※詳しくは、町ホームページ（http://www.town.tamaki.mie.jp/）をご覧ください。

財政再生団体

財政健全化団体

財政再生団体の計画目標
・①は均衡する（0％）こと
・②～④は早期健全化基準を
v下回ること

0％
①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

早期健全化基準

早期健全化段階

財政再生基準

再生段階

実質赤字比率
0％

財政健全化団体の計画目標
・①は均衡する（0％）こと
・②～④は早期健全化基準を
・下回ること

②～④

②～④

①

①

体
団
共
公
方
地

率
比
足
不
金
賃

計
会
業
事
営
公

等
計
会
般
一

率
比
字
赤
質
実

率
比
字
赤
質
実
結
連

率
比
費
債
公
質
実

率
比
担
負
来
将

一般会計

一部事務組合・広域連合

※公営企業会計
　ごとに算定

地方公社・第三セクター等

特別会計

うち
公営企業
会計

【財政健全化判断比率の範囲】
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生
活
福
祉
課

障害者自立支援
給付事業 111,843

【生活介護】常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排泄、食事の介護等を行うとともに、創作的活動または生産
　　　　　　活動の機会の提供を図った。　　　　　　（利用者数13人）

【居宅介護】自宅で、入浴、排泄、食事の介護等を行った。（利用者数11人）
【行動支援】自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な支援、外出
　　　　　 支援を行った。（利用者数１人）

【療養介護】医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護及び日常
　　　　　 生活の世話を行った。（利用者数2人）

【児童デイサービス】障害児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練等を行った。
　　　　　　　　　　（利用者数8人）

【短期入所】自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、排泄、食事の介護等
　　　　　 を行った。（利用者数10人）

【 施設入所】施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排泄、食事の介護等を行った。（利用者数11人）
【就労支援】自立した生活と社会参加のため、各種施設への入所や通所による訓練等の支援を行った。（利
　　　　　 用者数28人）

【自立訓練】自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は生活能力の向上のた
　　　　　 めに必要な訓練を行った。（利用者数4人）

【旧法施設支援】（利用者数12人）
【共同生活介護】共同生活の場所で入浴や排泄、食事の介護など支援を行った。（利用者数4人）

子ども手当支給
事業 319,990 0歳から中学校修了までの子ども一人につき、月額1万3千円を、子どもを 養育する父母等に支給し、子

どもの健全育成を図った。（受給者数1,272人）

乳幼児医療費
支給事業 40,054 0歳から小学3年生までの子どもの医療費を無料化し、子育て支援を行った。

１．医療費等の助成　35,616千円（登録者数1,247人）　２．証明書料　4,438千円

一人親等医療費
支給事業 9,138 １．医療費等の助成　8,395千円（登録者数420人）　２．証明書料　743千円（うち父母188人、児童311人）

保育所各種保育
事業 524,441

【児童保育事業】保護者が労働に従事したり、あるいは病気を患っている等の理由で、家庭で十分保育をす
ることができない児童を、家庭の保護者にかわって保育し、児童の健全育成を図った。（入
所児童数　635人（Ｈ23.3.31現在））

【延長保育推進事業】早朝（午前7時30分から）と夜間(午後8時まで）の延長保育を実施し、仕事と家庭の
両立支援を行った。（平均利用者数　156名/月）

【障害児保育事業】心身に障害のある児童のため、保育士を補充する等、障害児の処遇の向上と併せて保育
の充実を図った。（障害児数　17名）

【乳児保育促進等事業】多様な保育ニーズに対応するため、0歳児保育を実施し、保育士を配置する等、保
育の充実を図った。（0歳児童数　17名（Ｈ23.3.31現在）)

健康づくり事業 10,564

がん検診受診率は全国平均、三重県平均に比べまだまだ低い。一方胃がんは個別検診も行い少しずつで
はあるが受診率も上がっている。

乳がん検診は玉城病院の個別検診や女性特有のがん検診もあり利用者が増加している。子宮がん検診は
女性特有のがん検診もあり利用者も増えている。特定健康診査および保健指導により健康増進と生活習慣
病の予防に傾注。健康教育・健康相談会等の機会を増やし、さらに地域への健康づくりも実施。

保健衛生
総務費事業 154,754

・特殊勤務手当（野犬捕獲等）　35件
・菊狭間環境整備施設組合負担金（玉城・明和で構成、ごみ収集）　54,681千円
・伊勢広域環境組合負担金（1市3町で構成、ごみ処理・し尿処理・斎場）　100,038千円

産
業
振
興
課

農業振興経費 20,494 生産調整推進対策事業として、伊勢農業協同組合に915千円を補助、農業活性化対策事業交付金（麦・大
豆の本作化に取り組む担い手補助）18,213千円を交付し、農業振興を図った。

地産池消推進事業 833 農林水産省事業「学校給食地場農畜産物利用拡大事業」を実施し、地場農畜産物の利用拡大に努めた（9
～ 1月　月2回）。

労働諸費 109,579 
雇用創出基金事業に積極的に取組み、17事業を興し120人の新規雇用（延人数）を創出した。

・緊急雇用創出事業　14事業　新規雇用者109人
・ふるさと雇用再生特別基金事業　3事業　新規雇用者11人

商工振興費経費 31,626 

【商工振興】
・緊急保証認定を行い、中小企業の円滑な資金繰りを支援した・・・32件（H21：64件）など。

【企業誘致】
・町内に製造業2社を立地など。

【観光・地域振興】
・中部国際空港での観光ＰＲ、ＮＨＫ大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」への撮影協力、ＦＭ三重「元気

ですたまき」の制作の他、積極的に町を発信など。

建
設
課

地域活力基盤創造
交付金事業
中楽朝久田線
野篠第１号線
関連事業

128,740 

【中楽朝久田線】
県道鳥羽松阪線から県道田丸停車場斎明線へのアクセス道路として重要な路線であるが、幅員が狭小で

乗用車の相互通行も出来ないため国の補助を受けて整備を進めている。
（概要）改良工事　L=317.3m　用地買収14筆（公社買戻し）

【野篠第１号線】
町道矢野玉川線から県道伊勢多気線を結ぶ路線であり、野篠地区の南側を通る路線である。通学路の指

定を受けているが、この区間は道路が狭小であり歩道も設置されていない。H18までは単独事業で事業を進
めていたが、H20より補助を受けて整備を進めている。
（概要）改良工事　擁壁工一式　用地買収3筆

【関連事業】
防火水槽2基　防災資機材一式　田丸地区点字ブロック設置・桜橋架替仮設（H23へ契約繰越）

教
育
委
員
会

太陽光発電施設
設置事業 129,659 文部科学省の安全・安心な学校づくり交付金（1/2）と地域活性化・公共投資臨時交付金を受け、各小学

校4校に太陽光発電施設を設置するとともにソーラー照明灯の設置を行なった。

有田・下外城田小
学校空調防音事業 133,010 防衛庁の防衛施設周辺防音事業補助金（有田小学校：7.5/10）（下外城田小学校：6.5/10）を受け空調防

音工事を行なった。
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玉城町議会議員選挙結果９月18日
執　行

13人の町議会議員決まる　投票率は63.67％
玉城町選挙管理委員会　（58）8200

任期満了（９月30日）に伴う玉城
町議会議員選挙は９月13日告示
され、定数13人に対し現職10人、
新人５人が立候補の届出を行いま
した。

これにより18日選挙が行われ、
町政を託す議員13人が決定しま
した。

選挙当日の有権者数は12,048人
で、町内５カ所の投票所で午前７
時から午後６時まで投票が行われ
た結果、投票率は63.67％となり、
前回平成19年と比べ7.49ポイン
ト下回りました。

◆投票の内訳
選挙当日の有権者数 12,048人
投票者数 7,671人
投票率 63.67％

◆開票の内訳
開票した投票総数 7,671票
内 訳

有効投票数 7,583.999票
無効投票数 87.000票

◆候補者別得票数
　（得票順・敬称略）

当　北川　雅紀 995票
当　奥川　直人 821票
当　中瀬　信之 780票

当　山口　和宏 684票
当　北　　守 653票
当　風口　尚 574票
当　中西　友子 553票
当　小林　豊 496.181票
当　小林　一則 413.818票
当　前川　隆夫 360票
当　坪井　信義 332票
当　川西　元行 307票
当　山本　静一 304票
　　竹内　正毅 270票
　　上之郷　信幸 41票

今回の選挙結果を、年代別の投票率と地区別の投票率を表・グラフにまとめましたのでご紹介します。

■年齢構成別投票率
第1投票区 第3投票区 第5投票区

年齢 当日
有権者数 投票者数 投票率 年齢 当日

有権者数 投票者数 投票率 年齢 当日
有権者数 投票者数 投票率

80－ 256 145 56.64％ 80－ 168 91 54.17％ 80－ 149 82 55.03％
70－79 285 234 82.11％ 70－79 267 224 83.90％ 70－79 221 173 78.28％
60－69 461 387 83.95％ 60－69 347 253 72.91％ 60－69 350 269 76.86％
50－59 437 317 72.54％ 50－59 324 228 70.37％ 50－59 254 178 70.08％
40－49 444 292 65.77％ 40－49 379 211 55.67％ 40－49 358 190 53.07％
35－39 226 124 54.87％ 35－39 228 113 49.56％ 35－39 201 88 43.78％
30－34 212 106 50.00％ 30－34 165 77 46.67％ 30－34 200 90 45.00％
25－29 181 78 43.09％ 25－29 165 63 38.18％ 25－29 144 38 26.39％
20－24 172 72 41.86％ 20－24 136 42 30.88％ 20－24 98 26 26.53％

計 2,674 1,755 65.63％ 計 2,179 1,302 59.75％ 計 1,975 1,134 57.42％
第２投票区 第４投票区 玉城町全体

年齢 当日
有権者数 投票者数 投票率 年齢 当日

有権者数 投票者数 投票率 年齢 当日
有権者数 投票者数 投票率

80－ 290 170 58.62％ 80－ 189 108 57.14％ 80－ 1,052 596 56.65％
70－79 476 396 83.19％ 70－79 239 200 83.68％ 70－79 1,488 1,227 82.46％
60－69 581 476 81.93％ 60－69 314 262 83.44％ 60－69 2,053 1,647 80.22％
50－59 508 355 69.88％ 50－59 286 230 80.42％ 50－59 1,809 1,308 72.31％
40－49 586 356 60.75％ 40－49 303 197 65.02％ 40－49 2,070 1,246 60.19％
35－39 292 168 57.53％ 35－39 172 100 58.14％ 35－39 1,119 593 52.99％
30－34 181 86 47.51％ 30－34 142 76 53.52％ 30－34 900 435 48.33％
25－29 202 86 42.57％ 25－29 148 78 52.70％ 25－29 840 343 40.83％
20－24 216 88 40.74％ 20－24 95 48 50.53％ 20－24 717 276 38.49％

計 3,332 2,181 65.46％ 計 1,888 1,299 68.80％ 計 12,048 7,671 63.67％
投票所 ◦第１投票区…外城田小学校体育館 ◦第2投票区…田丸小学校体育館 ◦第3投票区…有田小学校体育館
 ◦第4投票区…下外城田小学校体育館 ◦第5投票区…保健福祉会館集団検診室
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上町
曽根

中角
小社

板屋町
殿町
元町
山岡

3
4

2
1

6
5

三ツ橋
原
魚町
岡出

下玉川
井倉
朝久田
昼田

8
7

12
11
10
9

14
13

萱町
岡村

蚊野
大手町
長更

16
15

19
18
17

浦町
城西
岩出
山神

勝田町
上玉川
栄町１区
本町

20
21

25
24
23
22

27
26

下田辺
積良
玉城苑
野篠

冨岡
宮古

茶屋
栄町３区
矢野

29
28

33
32
31
30

35
34

平
羽根

田宮寺
栄町２区

新田町
西世古
蚊野茶屋

エバーグリーン玉城

37
38

36

41
42

40
39

43

中楽
勝田
世古
坂本

門前
妙法寺
伊勢団地
南新町

46
45
44

50
49
48
47

51

日向
松ケ原

荒子団地
第２城東団地
城東すみれ団地

54
53
52

58
57
56
55

栄町４区
公園通り
浜塚団地
久保

ピュアタウン蚊野
養殖研宿舎
城東団地

59

63
62
61
60

66
65
64

ホームタウン上田辺
栄町（区入り外）

69
68

0.00% 10.00% 20.00% 30.00% 40.00% 50.00% 60.00% 70.00% 80.00% 90.00% 100.00%

全体投票率 63．67％
ファーストタウン中角67

■地区別投票率
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議
会
事
務
局　
（
５
８
）８
２
１
１

第
７
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
・
副
議

長
・
常
任
委
員
等
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

議　

長　
　
　
　
　

風
口　

尚

副
議
長　
　
　
　
　

中
瀬
信
之

●
常
任
委
員
会
（
◎
は
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

【
総
務
産
業
委
員
会
】

◎
前
川
隆
夫　
　

○
北　
　

守　
　

山
口
和
宏

奥
川
直
人　
　
　

風
口　

尚　
　

小
林
一
則

小
林　

豊

【
教
育
民
生
委
員
会
】

◎
山
本
静
一　
　

○
北
川
雅
紀　
　

中
西
友
子

坪
井
信
義　
　
　

中
瀬
信
之　
　

川
西
元
行

【
予
算
決
算
委
員
会
】

◎
小
林
一
則　
　

○
小
林　

豊

※
議
長
を
除
く
12
名

▼
議
会
運
営
委
員
会

◎
小
林　

豊　
　

○
山
本
静
一　
　

前
川
隆
夫

北　
　

守　
　
　

小
林
一
則　
　

北
川
雅
紀

▼
伊
勢
広
域
環
境
組
合
議
会
議
員

北
川
雅
紀　
　
　

中
西
友
子

▼
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
議
会
議
員

前
川
隆
夫　
　
　

北　
　

守

▼
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

奥
川
直
人　
　
　

山
口
和
宏

お
知
ら
せ
広
場

11

▼
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
議
員

山
本
静
一

総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課
（
２
５
）１
２
６
８

■
11
月
９
～
15
日
は
『
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
』

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
一
人

ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
心
が
け
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

玉
城
町
消
防
団
で
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ

せ
て
町
内
巡
回
パ
レ
ー
ド
（
11
月
５
日
予
定
）、
期
間
中

の
夜
間
に
町
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

今
年（
平
成
23
年
１
～
９
月
）、
町
内
の
火
災
件
数
は
10
件

と
な
り
、
昨
年
の
件
数（
３
件
）を
大
幅
に
超
え
て
い
ま
す
。

火
の
元
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
空
地
お
よ
び
空
家
の
管
理

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
な
り
ま
し
た
。
空
地
の

所
有
者
・
管
理
者
お
よ
び
占
有
者
は
枯
草
や
燃
え
そ
う
な

も
の
（
新
聞
・
雑
誌
等
）
を
放
置
せ
ず
、
火
災
予
防
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
空
家
は
居
住
者
が
不
在
で
あ
る
こ
と
や
所
有
者
・

管
理
者
等
の
関
心
が
薄
い
こ
と
な
ど
か
ら
放
火
さ
れ
や
す

い
対
象
物
で
す
。
放
火
、
火
遊
び
、
煙
草
の
投
げ
捨
て
等

に
よ
る
空
地
、
空
家
の
枯
れ
草
な
ど
の
火
災
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
空
地
や
空
家
の
所
有
者
、
管
理
者
等
に
お
け
る

適
正
な
管
理
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
伊
勢
市
火
災
予
防
条
例　

第
24
条
か
ら
）

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

消
防
本
部
で
は
、
毎
年
、
伊
勢
市
・
玉
城
町
・
度
会
町

の
小
・
中
学
校
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
小
学
校
29
校
・
中
学
校
12
校
か
ら
、
１
３
０
０

点
の
応
募
が
あ
り
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
に
12
人
、
優
秀

に
63
人
、
秀
作
に
72
人
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
は
喜
早
佑
輔
く
ん
（
田
丸
小
６
年
）
が
最
優
秀

全
国
一
斉

秋
の
火
災
予
防
運
動

総
務
た
よ
り

議
会
た
よ
り

議
長　

就
任
あ
い
さ
つ

ひ
と
き
わ
冷
気
が
身
に
し
む
頃
と
な
り
ま
し
た
、
町
民
の

皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
不
肖
私
、
玉
城
町
議
会
議
長
の
要
職
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
員
の
あ
り
方
、
議
会
の
あ
り
方

を
今
一
度
み
つ
め
て
改
革
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
革
し
、
活

力
あ
る
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

時
代
の
潮
流
に
乗
り
、
多
様
化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
玉
城
町
の
発
展
を
め
ざ
し
、
町
民
の
皆
様
と
共
に

「
夢
」
を
持
ち
「
知
恵
」
を
出
し
合
い
、「
情
熱
」
を
持
っ

て
前
向
き
に
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
手
厚
い
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

ひ
た
す
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

玉
城
町
議
会
議
長　

風
口　

尚
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INFORMATION

町
長
コ
ラ
ム

賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

●
防
火
ポ
ス
タ
ー
入

賞
作
品
展
示

期　

間　

11
月
９
日

（
水
）
～

15
日（
火
）

場　

所　

イ
オ
ン
ラ

ラ
パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン

タ
ー
２
階

特
設
会
場

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
20
年
６
月
１
日
か

ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
家
庭

に
取
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
家
庭
は
、
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住宅用火災警報器は、

住宅火災からあなたの命を守ります。

こんろ
110件
こんろ
110件

電気機器
13件
電気機器
13件

たばこ6件たばこ6件

その他14件その他14件

不明・調査中13件不明・調査中13件

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
早
く
気
付
き
、
火
災
発

生
ま
た
は
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
奏
功
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
が
、
仕
事
か
ら
帰
宅
し
た
後
夕
食

の
支
度
を
終
え
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ス
イ
ッ
チ
は
一
旦
切

り
晩
酌
を
し
ま
し
た
。
次
に
食
事
を
取
る
た
め
再
度
暖

め
直
そ
う
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
台
所
の

隣
の
寝
室
で
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。眠
っ
て
い
る
時
、

寝
室
と
台
所
に
設
置
し
て
あ
っ
た
感
知
器
が
作
動
し
警

報
音
で
目
が
覚
め
、
鍋
が
燃
え
て
い
る
の
を
発
見
し
、

近
く
の
水
道
水
を
掛
け
て
消
し
止
め
ま
し
た
（
伊
勢
市
）。

平
成
22
年
９
月
か
ら
平
成
23
年
５
月
ま
で
に
消
防
庁
に

寄
せ
ら
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
成
功
事
例
の
出
火
原

因
別
件
数
は
、
こ
ん
ろ
、
電
気
機
器
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最優秀賞　喜早くん（田小６）の作品

菊薫る季節となりました。みなさんいかがお
過ごしでしょうか。

連続して玉城にゆかりのある方をお招きし
て、ふるさと講演会を催すことができました。

９月23日には浜松医科大学教授の浦野哲盟
さん（元町出身）、10月８日には日本看護学校
協議会名誉会長の山田里津さん（元町出身）を
お招きしました。

浦野さんは血液研究の専門、山田さんは看護
教育一筋にかかわってこられた立場から看護の
心についてのお話で、私の方へもお二人の講演
に対して感動の声が寄せられています。町が重
点施策として掲げている健康づくり、保健・医
療・福祉の町づくりの指針にさせていただきた
いと考えています。

お二人の今後のご活躍を祈念し、ふるさと玉
城が出身者の皆様に恥じることのないまちづく
りをしていく事に意を強くしている次第です。

お二人の講演に先だってご協力賜りました同級
生・友人・親戚の皆様に厚く御礼申し上げます。

講演の内容はケーブルテレビで放送。ぜひ
ご覧ください。

さて健康づくりに欠かせないのが運動です。
先月小・中学校の運動会、9日の町民体育祭で
は 子どもから大人まで、体を動かす元気いっぱ
いの姿を拝見しました。（自分の）体を知り、運動
することが健康に繋がると今回の講演会でもお
話がありました。少しでも体を動かす機会を増
やしてみてはいかがでしょうか？私も心掛けて
みたいと思います。

10月17日　町長室にて
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町立保育所
園庭開放の
ご 案 内

◦11月10日（木）
午前中（田丸保育所・有田保育所）
◦11月16日（水）
午前中（外城田保育所･下外城田保育所)

田丸（58）3077	 外城田	 （58）3925
有田（58）4411	 下外城田（58）4932

※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。

税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課
（
５
８
）８
２
０
１

■
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
開
催

平
成
23
年
分　

年
末
調
整
等
説
明
会
・
所
得
税
の
青
色

決
算
等
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
年
末
調
整
等
説
明
会

○
所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会

平
成
23
年
分
か
ら
青
色
申
告
決
算
書
等
は
、
確
定
申
告

書
用
紙
等
に
同
封
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
22
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
お
よ
び
電
子
申
告
（
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
）
で

作
成
し
、
提
出
さ
れ
た
方
に
は
、
青
色
申
告
決
算
書
等
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

書
類
が
必
要
な
場
合
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

出
力
し
て
い
た
だ
く
か
、
税
務
署
の
窓
口
、
ま
た
は
説
明

会
当
日
会
場
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　

伊
勢
税
務
署
（
２
８
）
３
１
９
１

※
音
声
案
内
に
沿
っ
て
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
「
特
別
徴
収
」

　

で
納
税
を

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
（
個
人
市
町
民
税
＋
個
人

県
民
税
）
は
、
法
令
に
よ
り
、
事
業
者
が
給
与
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
し
て
、
給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
市
町

に
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
、
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
す
べ
て

の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
税
額
の
計
算
は
市
町
で
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ

う
に
税
額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

《
従
業
員
の
み
な
さ
ま
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
》

○
納
税
の
手
間
が
省
け
ま
す

○
普
通
徴
収
が
原
則
４
回
払
い
な
の
に
対
し
て
、
12
回
払

い
と
な
る
の
で
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま

す三
重
県
と
県
内
全
市
町
で
は
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
の
徹
底
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
す
べ
て
の
従
業
員
か
ら

特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
会
社
な
ど
は
、
特
別
徴
収
へ

の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
人
権
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

人
権
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場

は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

12
月
４
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
開
場　

午
後
１
時
）

場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

開催日 時間 場所 対象地域

11月17日
（木）

10：00～
12：00

伊勢市生涯学習センター
（いせトピア）
伊勢市黒瀬町562-12

伊勢市（二見町・小俣町・
御薗町を除く）

14：00～
16：00

伊勢市生涯学習センター
（いせトピア）
伊勢市黒瀬町562-12

伊勢市（二見町・小俣町・
御薗町）、鳥羽市・玉城町・
南伊勢町・大紀町・度会町

11月18日
（金）

10：00～
12：00

阿児アリーナ
（ベイホール）

志摩市阿児町神明1074-14
志摩市

　※いずれの日に出席いただいても構いません。

開催日 時間 場所 対象地域

11月16日
（水）

14：00～
16：00

伊勢市生涯学習センター
（いせトピア）
伊勢市黒瀬町562-12

伊勢市、鳥羽市、
玉城町、南伊勢
町、大紀町、度
会町

11月18日
（金）

14：00～
16：00

阿児アリーナ
（ベイホール）

志摩市阿児町神明1074-14
志摩市

　※いずれの日に出席いただいても構いません。
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INFORMATION

生
活
福
祉
た
よ
り

保
健
事
業
た
よ
り
①

生
活
福
祉
課　
（
５
８
）８
２
０
３

■
特
定
健
診
受
診
終
了
期
日
せ
ま
る
！

国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
～
74
歳
の
み
な
さ
ん
へ

症
状
が
出
に
く
い
病
気
を
見
つ
け
る
に
は
「
健
診
を
受

け
る
」
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

玉
城
町
国
民
健
康
保
険
の
平
成
22
年
度
の
特
定
健
診
の

受
診
率
は
、
36
・
９
％
で
す
。
早
め
の
受
診
で
自
分
自
身

の
健
康
と
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
健

康
な
時
こ
そ
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
一
度
健

診
を
受
け
て
、
今
の
健
康
状
態
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
間　

11
月
30
日
ま
で

受
診
方
法　

役
場
か
ら
受
診
券
と
受
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
同
封
の
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
つ
い
て

対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
ご
加
入
の
方
（
平

成
23
年
８
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
さ
れ
た

方
）

受
診
期
間　

11
月
30
日
ま
で

講　

師　

新
井　

深
絵

（
ソ
ウ
ル
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
）

テ
ー
マ　

心　

元
気
に

～
一
歩
踏
み
出
せ
ば
風
は
変
わ
る
～

入
場
整
理
券
の
お
申
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
、
税
務
住

民
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
場
所　

病
院
・
診
療
所
な
ど(

一
覧
表
が
受
診
券
に

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
）

持
ち
物　

受
診
券
、
保
険
証
、
質
問
票
、
自
己
負
担
金

自
己
負
担
額　

５
０
０
円
（
住
民
税
課
税
世
帯
の
方
）

２
０
０
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
）

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」

　

巡
回
相
談

日
に
ち　

11
月
16
日
・
30
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所　

町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
課
（
５
８
）８
２
０
３

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

■
胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

検
診
日　

12
月
12
日
（
月
）

場　

所　

保
健
福
祉
会
館

●
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
）
検
診

受　

付　

午
前
8
時
30
分
・
午
前
9
時
30
分

定　

員　

各
20
人

対　

象　

40
歳
以
上
の
町
民

料　

金　

無
料

●
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診

受　

付　

午
前
10
時
・
11
時
・
午
後
1
時
・
2
時

定　

員　

各
15
人

対　

象　

30
歳
以
上
の
女
性

料　

金　

９
０
０
円

●
子
宮
頸
が
ん
検
診

受　

付　

午
後
１
時
・
２
時

定　

員　

各
35
人

対　

象　

20
歳
以
上
の
女
性

料　

金　

８
０
０
円

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
お
い
て
、
判
定
方
法
が
新
し
い
診

断
基
準
（
ベ
ゼ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
）
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
細
胞
数
が
不
十
分
な
場
合
な
ど
は
判
定
が
難
し
く

な
る
た
め
、
特
に
閉
経
期
以
降
の
人
は
個
別
検
診
（
医

療
機
関
で
の
検
診
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

※
申
込
み
は
、
11
月
14
日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
み
時
に
お
申
出
く
だ
さ

い
。

※
乳
・
子
宮
頚
が
ん
検
診
で
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
は
受

診
料
は
無
料
で
す
。

※
授
乳
中
・
妊
娠
中
・
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
は
、
受

診
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
術
後
間
も
な
い
方
は
医

療
機
関
で
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
年
度
内
の
受
診
は
、
各
検
診
お
一
人
様
１
回
に
限
り
ま

す
。

あ
り
が
と
う
手
帖
♡

【
10
月
17
日
】　

カ
ラ
オ
ケ
や
ま
び
こ

　

代
表　

奥
井　

進
也　

様
か
ら

３
３
，
２
４
６
円
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産
業
振
興
課　
（
５
８
）８
２
０
４

■
相
続
の
届
出
は
お
忘
れ
な
く

平
成
21
年
12
月
か
ら
、
農
地
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た

場
合
は
、農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
も
忘
れ
ず
に
届
出
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課
（
２
７
）５
１
４
８

日
に
ち　

11
月
24
日
（
木
）

受　

付　

午
後
1
時
～
3
時

場　

所　

伊
勢
庁
舎
（
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
室
）

内　

容　

精
神
科
医
：
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

■
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

玉
城
町
に
住
所
が
あ
り
、
中
学
1
年
生
～
高
校
1
年
生

の
年
齢
に
相
当
す
る
方
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
「
定
期
接
種
」
で
は
な
く
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
が
接
種
を
す
る「
任
意
接
種
」

で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
献
血
の
お
知
ら
せ

日
に
ち　

11
月
29
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

場　

所　

役
場
前

年　

齢　

男
性
17
歳
～
69
歳

女
性
18
歳
～
69
歳

体　

重　

男
女
と
も
50
㎏
以
上

１
回
採
血
量　

４
０
０
㎖

（
注
）
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
に
献
血
の
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

保
健
事
業
た
よ
り
②

産
業
振
興
た
よ
り

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

【
消
費
に
関
す
る
お
知
ら
せ　

⑮
】

■
消
費
生
活
相
談
員
の

　

消
費
者
安
心
く
ら
し
情
報　

パ
ー
ト
Ⅱ

『
未
公
開
株
の
勧
誘
に
気
を
つ
け
て
！
』

最
近
、未
公
開
株
に
つ
い
て
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

勧
誘
の
手
口
も
巧
妙
に
な
っ
て
お
り
、
複
数
の
業
者
が
登

場
す
る
「
劇
場
型
」、
金
融
庁
な
ど
を
か
た
る
「
公
的
機

関
装
い
型
」、
代
わ
り
に
購
入
す
る
こ
と
で
お
礼
を
支
払

う
な
ど
と
持
ち
か
け
る
「
代
理
購
入
型
」、
過
去
に
未
公

開
株
の
被
害
に
あ
っ
た
消
費
者
に
被
害
回
復
を
装
う
「
被

害
回
復
型
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
き
っ
か
け
は
、
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
す
。「
あ
な
た
だ
け
が
も
う

か
る
」
と
い
う
よ
う
な
〝
う
ま
い
話
〟
は
な
い
の
で
、
き

っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
者
の
説
明
を
信
じ

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
の
意
識
が
な
い
高
齢
者
も

多
い
た
め
、
日
頃
か
ら
家
族
や
周
囲
の
人
が
気
を
つ
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

被
害
に
あ
っ
た
り
、
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
迷
わ
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

三
重
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー　

０
５
９（
２
２
８
）２
２
１
２

【
11
月
の
相
談
日
】

日
に
ち　

11
月
10
日
（
木
）・
30
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
～
正
午
：
産
業
振
興
課

時　

間　

午
後
１
時
～
３
時
：
保
健
福
祉
会
館

玉城弘法温泉（化粧水）「うるおいの路」好評発売中！！

下記期間中、無料入浴を実施します。
◆期間：11月15日（火）～29日（火）
　　　　※必ず本冊（広報たまき 11 月号）を持参してください。
　　　　※本紙一冊につき、2 名様まで無料。

【アスピア玉城期間中の営業案内】 ●玉城弘法温泉・ふるさと味工房アグリ
　　　　　　　　　　　　　　　　11/23（水）特別営業，11/16（水）・24（木）休館
《営業案内》時　間：午前10時～午後9時（入浴受付は午後8時まで）
　　　　　　休館日：水曜日（祝日の場合は翌日）, 年末年始
　　　　　　料　金：大　人　500円（12歳以上）　子ども　350円（12歳未満）※３歳未満無料
　　　　　　　　　　65歳以上　350円　　障がい者　350円

「やっぱり　どっぷり　弘法温泉！」キャンペーンを実施します！！
ふれあいの館（58）8800

確認印

おかげさまで
15周年！！
特別企画
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INFORMATION
子育て支援＆保健事業カレンダー
	 子育て	 保健福祉会館　（58）8000

日にち 事業名 時間 場所 内　　　容 対　　象 申込 備考
11月1日（火） 1歳のひろば 10：30～11：30 保健福祉会館 木の実であそぼう 1 歳のお子さん ―

11月10日（木） ぴよぴよサロン 10：30～11：30 保健福祉会館 ベビーマッサージ 生後2カ月～6カ
月のお子さん 要 今回のみ予約が必要

です

11月15日（火）2歳児のお子さん
集まれー！ 10：30～11：30 保健福祉会館 わらべうたあそび ２・３歳のお子さん ―

11月17日（木） はいはいサロン 10：30～11：30 保健福祉会館 子どもの安全と事故予防 生後 7 カ月～ 11
カ月のお子さん ー

11月18日（金） 一緒にお弁当‼ 12：00～13：00 保健福祉会館 お友達と一緒にお弁当を
食べましょう 未就園のお子さん ― お弁当とお茶を持参

してください

毎週月曜日
　～金曜日

子育て支援タイム
「にこにこ」 10：00～15：00 保健福祉会館

（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士
が楽しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。ま
た、第１・３金曜日は、「す
くすく測定日」です。身
体計測ができます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

― 土・日・祝日は休み

	 保健（母子）	 保健福祉会館　（58）8000
日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

11月2日(水)
16日(水） 子ども相談

2日
10：00～12：00
16日
10：00～16：00

保健福祉会館
臨床心理士による育児相
談・必要に応じて発達検
査など

乳幼児、小中学生
のお子さんと保
護者

要 ひとり 1 時間程度

11月9日（水）1歳6カ月児健康
診査

12：50～13：20
(受付時間） 保健福祉会館

小児科健診・歯科健診・
身体計測・問診
ブックスタート

Ｈ22.3.1～4.30
生まれのお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

11月10日（木） ７カ月児相談 13：00～13：15
(受付時間） 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞か
せ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談

Ｈ23.3.16～4.15
生まれのお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

11月10日（木）
24日（木） 乳幼児相談

10日
10：00～11：30
24日
10：00～11：30
13：30～14：30

保健福祉会館
身体計測・離乳食や子育て
全般に関する相談
助産師のおっぱい相談
(24日のみ)

生後２ カ 月 ～ 未
就園のお子さん ―

おっぱい相談のみ要
予約。

母子手帳をお持ちく
ださい。

11月30日（水） 幼児食教室 10：20～11：30 保健福祉会館
幼児食についての講話
親子で簡単トッピングと
試食
絵本の読み聞かせ

１歳6カ月～ 2歳
6カ月のお子さん 要 母子手帳をお持ちく

ださい。

	 保健（成人）	 生活福祉課　（58）8203
日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

11月7日（月） 健康相談 9：30～10：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に
関する相談 40歳以上の方 ― ―

11月8日（火）
21日（月） 健診後健康相談

8日（火）
9：30～11：30

21日（月）
13：30～15：30

保健福祉会館
血圧測定、検尿、健診結
果の説明
生活習慣の改善について
など

40歳以上の方
要

（生活福
祉課へ）

―

６月～３月末

胃がん検診 医療機関の実
施時間内

町内実施
医療機関

胃カメラまたはバリウム
の選択 40歳以上の方 要 2,700円

大腸がん検診 医療機関の実
施時間内

町内実施
医療機関 便潜血検査（２日法） 40歳以上の方 ― 400円（※1）

乳がん検診（※2）
（金）
13：40～14：50
第1・第2（土）
8：30～11：40

玉城病院
40歳未満：超音波・視触診
40歳以上：上記プラス

マンモグラフィ
30歳以上の女性

要
（生活福
祉課へ）

40歳未満：
 700円
40歳以上：

1,200円（※1）

６月～12月末 子宮頸がん検診 医療機関の実
施時間内

伊勢市内実施
医療機関 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 要 1,400円（※1）

（※１）がん検診推進事業（クーポン券での無料検診）も実施しています。
（※２）超音波・視触診は院長。マンモは（金）は男性技師、（土）は女性技師となります。
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子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）８
０
０
０

■
パ
パ
マ
マ
教
室

日
に
ち　

１
日
目
…
11
月
21
日
（
月
）

２
日
目
…
11
月
27
日
（
日
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

保
健
福
祉
会
館

内　

容
１
日
目
…
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

講
師
：
宮
木
孝
子
氏
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
マ
イ
ル

　
　
　

モ
モ
）

２
日
目
…
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
・
先
輩
パ
パ
マ
マ

の
話
・
パ
パ
の
妊
婦
体
験
・
玉
城
町
の
事
業
紹

介

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総
合
支
援
室
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
た
よ
り

教
育
た
よ
り

教
育
委
員
会　
（
５
８
）８
２
１
２

■
第
５
回
美う

ま

し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
出
場
選
手

　

大
募
集
！

三
重
県
内
29
市
町
が
参
加
す
る
「
第
５
回
美
し
国
三
重

市
町
対
抗
駅
伝
」
に
玉
城
町
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

日
に
ち　

平
成
24
年
２
月
19
日
（
日
）　

午
前
９
時
ス
タ

ー
ト
、
雨
天
決
行

コ
ー
ス　

三
重
県
庁
前
（
津
市
）
か
ら
県
営
総
合
競
技
場

【
陸
上
競
技
場
】（
伊
勢
市
）
ま
で
の
10
区
間　

42
・
１
９
５
㎞

主　

催　

第
５
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
実
行
委
員
会

【
10
区
間
の
選
手
構
成
】

第
１
区　

小
学
生
女
子
５
・
６
年 

１
・
28
㎞

第
２
区　

小
学
生
男
子
５
・
６
年 

１
・
85
㎞

第
３
区　

中
学
生
女
子 

３
・
76
㎞

第
４
区　

中
学
生
男
子 

５
・
65
㎞

第
５
区　

40
歳
以
上
男
子
（
※
１
） 

４
・
60
㎞

第
６
区　

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
（
※
２
） 

６
・
36
㎞

第
７
区　

一
般
女
子
（
※
３
） 

２
・
89
㎞

第
８
区　

20
歳
以
上
女
子
（
※
４
） 

３
・
43
㎞

第
９
区　

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
（
※
２
） 

５
・
95
㎞

第
10
区　

20
歳
以
上
男
子
（
※
４
） 

６
・
425
㎞

【
今
回
の
募
集
区
間
・
人
数
】

第
５
区
か
ら
第
10
区
ま
で
の
各
区
間
２
名
。

（
選
手
１
名
・
補
欠
１
名
）

【
出
場
資
格
】

●
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、
当
日
大

会
へ
の
参
加
が
で
き
る
方
。

●
小
・
中
学
生
の
募
集・

選
考
は
別
途
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
在
住
で
町
外
の
学
校
へ
通
わ
れ
て
い
る
小
・

中
学
生
が
出
場
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
詳
細
を
教
育

委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
多
数
の
場
合
は
、予
選
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
※
１
）
40
歳
以
上
男
子
と
は
、
昭
和
47
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
男
性
の
方
。

（
※
２
）
ジ
ュ
ニ
ア
と
は
、
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

（
※
３
）
一
般
女
子
と
は
、
平
成
11
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
女
性
の
方
。

（
※
４
）
20
歳
以
上
と
は
、
平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
。

申
込
締
切　

11
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
お

申
出
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
際
、
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
住
所
・

電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま
す
。）

■
平
成
24
年
玉
城
町
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
１
月
８
日
（
日
）
開
催
の
平

成
24
年
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う
「
平
成
24
年
玉
城

町
成
人
式
実
行
委
員
会
」
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

〝
新
た
な
自
覚
を
も
つ
き
っ
か
け
の
場
〟
と
〝
心
に
残

る
成
人
式
〟
づ
く
り
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

募
集
対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で｢
平
成
24
年
玉
城
町

成
人
式｣

の
企
画
運
営
に
意
欲
の
あ
る
人

募
集
人
数　

10
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
時
は
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
）

応
募
締
切　

11
月
11
日
（
金
）

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
へ
直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

電
話
（
５
８
）
８
２
１
２
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
５
８
）
７
５
８
８
で
「
玉
城
町
成
人
式

実
行
委
員
応
募
」
と
明
示
の
う
え
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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INFORMATION

伊
勢
警
察
署
（
２
０
）０
１
１
０

■
「
着
用
し
て
い
ま
す
か
？
」
あ
な
た
を
守
る
夜
行

　

反
射
材

夜
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
歩
行
者
が
見
え
に
く
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
あ
な
た
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
に

も
、
明
る
い
服
装
で
、
さ
ら
に
「
夜
光
反
射
材
」
を
着
用

し
て
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会　
（
５
８
）６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち　

11
月
10
日
（
木
）・
20
日
（
日
）・
30
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

保
健
福
祉
会
館

相
談
員　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁
護
委
員

た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
（
５
８
）６
５
５
５

■
た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
教
室
紹
介
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
で

は
、
11
月
に
次
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

『
リ
ズ
ム
体
操
教
室
』

日
に
ち　

11
月
５
日
～
12
月
10
日

毎
週
土
曜
日
（
全
６
回
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
１
～
３
年

『
か
ん
た
ん
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
』

日
に
ち　

11
月　

毎
週
木
曜
日

時　

間　

午
後
８
時
～
９
時

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

対　

象　

一
般

ご
希
望
の
方
は
た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
中
央
公
民

館
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

社
協
た
よ
り

た
ま
ス
ポ
た
よ
り

伊
勢
警
察
署
た
よ
り

■
交
通
安
全
“
見
え
る
・
見
せ
る
”
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
は
ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
下
向
き
で
は
見
え
な
い
危
険
を
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
ま
め
な
ラ
イ
ト
の
切
替
え
で
交
通
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
犯
罪
被
害
者
週
間
（
11
月
25
日
～
12
月
１
日
）

《
被
害
者
相
談
窓
口
》

公
益
社
団
法
人
み
え
犯
罪
・
被
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話　

０
５
９
（
２
２
１
）
７
８
３
０

受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

■
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や
Ｄ
Ｖ
被
害
の
早
期
相
談
に

　

つ
い
て

被
害
者
や
そ
の
家
族
に
大
き
な
不
安
や
恐
怖
を
与
え
る

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
配
偶
者
な
ど
に
よ
る
暴
力
、
い
わ
ゆ

る
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
「
犯

罪
行
為
」
で
あ
り
、
重
大
な
犯
罪
に
発
展
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
い
段
階
で
伊
勢
警
察
署
ま
た
は
お
近

く
の
交
番
、
駐
在
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
次
の
所
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

○
三
重
県
警
察
本
部　

ス
ト
ー
カ
ー
対
策
室

０
５
９
（
２
２
２
）
０
１
１
０

内
線
３
０
５
４

○
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
三
重
県
女
性
相
談
所
）

０
５
９
（
２
３
１
）
５
６
０
０

○
伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所　

福
祉
相
談
室
福
祉
課

（
２
７
）
５
３
０
４

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
45
分

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち　

11
月
9
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

内　

容　

工
作
で
遊
ぼ
う
！

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち　

11
月
18
日
（
金
）

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

対　

象　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち　

11
月
2
日
・
16
日
（
水
）

時　

間　

午
後
４
時
～
４
時
30
分

場　

所　

さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち　

11
月
9
日
・
30
日
（
水
）

時　

間　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

場　

所　

梅
が
お
か
児
童
館
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裁
判
員
制
度

～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を

発
送
し
ま
す
！

津
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係　

０
５
９（
２
２
６
）４
１
７
２

○
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を

基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
分
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で

約
28
万
６
０
０
０
人
（
有
権
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

約
３
６
５
人
に
１
人
）、
三
重
県
で
３
７
０
０
人
（
三
重

県
の
有
権
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
約
４
０
７
人
に
１

人
）
で
す
。

○
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に

は
、
本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知

（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

来
年
２
月
頃
か
ら
平
成
25
年
２
月
頃
ま
で
の
間
に
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま

だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
あ
わ
せ
て
調
査
票
を
お
送
り

し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
を
事
情

を
早
期
に
把
握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

1
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に

は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、

裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
負
担
軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り

す
る
も
の
で
す
の
で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら

な
い
方
は
、
返
送
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

辞
退
の
申
出
が
で
き
る
時
期
や
期
間
等
に
何
ら
か
の
制

限
を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実

際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り
す

る
質
問
表
で
辞
退
を
申
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
ま
た
は

裁
判
の
当
日
（
選
任
手
続
時
）
に
辞
退
を
申
出
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す
。

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
登
記
相
談
会

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
勢
支
部

支
部
長　

有
竹　

０
５
９
９
（
４
３
）９
８
０
０

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
勢
支
部
で
は
、
三
重
県

司
法
書
士
会
伊
勢
支
部
有
志
の
み
な
さ
ん
協
賛
で
、
次
の

と
お
り
「
無
料
登
記
相
談
会
」
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

11
月
12
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

保
健
福
祉
会
館

内　

容　

登
記
全
般
に
つ
い
て
（
土
地
の
境
界
・
土
地

分
筆
・
合
筆
・
建
物
新
築
・
増
築
・
解
体
、

相
続
・
売
買
・
贈
与
・
会
社
設
立
な
ど
に
関

す
る
）
の
相
談

お
問
合
せ　

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
勢
支
部

支
部
長　

有
竹
良
行

０
５
９
９
（
４
３
）
９
８
０
０

※
先
着
順
。
込
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皇
學
館
大
学
特
別
講
座

障
が
い
者
就
職
説
明
会

皇
學
館
大
学
企
画
部
（
２
２
）６
４
９
６

日
に
ち　

11
月
22
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

内　

容　

日
本
人
の
「
主
体
」
性

講　

師　

管
野
覚
明
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
教
授
・
皇
學
館
大
学
客
員
教
授
）

※
聴
講
無
料

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所
（
２
７
）８
６
０
９

日
に
ち　

11
月
28
日
（
月
）

時　
　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
　

所　

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

い
せ
ト
ピ
ア

（
伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２
︱
２
）

持　
　

物　

履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

お
問
合
せ　

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所　

求
人
・
専
門
援
助

部
門
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INFORMATION

紅葉の季節を迎えました。
秋の夜長に、心も色づくような本を求めて、図書館へ来

てみませんか。玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取
り揃え、皆さんのご来館をお待ちしています。どうぞご利
用ください。なお、新規でご利用の方は図書カードの登録
が必要です。（身分証明書をご持参ください）

●購入図書
東野圭吾「マスカレード・ホテル」、津村節子「紅梅」、
重松清「ポニーテール」、石田衣良「明日のマーチ」、柴
田トヨ「百歳」、渡辺淳一「天上紅蓮」、内田康夫「白鳥
殺人事件」、角田光代「今日もごちそうさまでした」、曾
野綾子「人生の収穫」、五木寛之「歓ぶこと悲しむこと」、
池上彰「池上彰の宗教がわかれば世界が見える」、蛇蔵
＆海野凪子「日本人なら知っておきたい日本文学」、西
原理恵子「毎日かあさん８」、早草紀子「なでしこの教え」

（実　用）
ＪＴＢパブリッシング「はんなり京都さんぽ」、亀田潤一郎

「稼ぐ人はなぜ、長財布を使うのか？」、了戒かずこ「少
しの毛糸で色あそび」、新谷弘実「解毒力を高める食べ
方」、石原結實「石原式病気をよせつけない超・免疫力」、
みきママ「藤原さんちの毎日ごはん２」、尾木直樹「心罰」

（児童書）
内田美智子「いのちをいただく」、いまいみさ「よいこ
きらきらおりがみ12かげつ」、学研「一期一会　世界一
の仲間。」

（絵　本）
ゆきのゆみこ「わんぱくだんのどんぐりまつり」、みやに
したつや「ありんこのアリー」、薮内正幸「どうぶつしり
とりえほん」、長谷川義史「ガンジーさん」、いもとよう
こ「おいもをどうぞ！」、なかやみわ「どんぐりむらのぼ
うしやさん」、学研「日本地図の迷宮」、原裕朗「冒険！
発見！大迷路宇宙大冒険」
この他、多数揃えました。ぜひご利用ください。
読みたい本のリクエストがありましたら下記へお願いし

ます（予算、内容に照らし、購入を検討させていただきま
す）。

問合せ先
　玉城町図書館
　（58）8212

図書館だより
～新着図書のお知らせ～

※玉城町図書館は村山龍平
記念館内にあります。

人
の
う
ご
き

（平成23年９月30日現在） 人口 15,366人（＋ 1 人）
男 7,534人（− 2 人）
女 7,832人（＋ 3 人）

（　）は９月１日以降の増減 世帯数 5,213世帯（＋ 3 世帯）

三
重
労
働
局
賃
金
室　

０
５
９
（
２
２
６
）２
１
０
８

「
三
重
県
最
低
賃
金
」
は
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
時

間
額
７
１
７
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
原
則
、
年
齢
・
雇
用
形
態
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
）
を
問
わ
ず
、
三
重
県
内
で
働
く
す

県
最
低
賃
金
は

時
間
額
７
１
７
円

足
場
の
組
立
て
等

主
任
者
講
習
会

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部　
（
２
３
）５
５
３
５

日
に
ち　

11
月
7
日
（
月
）
～
8
日
（
火
）

時

間　

午
前
９
時
か
ら

場

所　

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
第
２
会
館

受
講
料　

７
、５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

受
験
資
格　

足
場
の
組
立
、
解
体
等
の
作
業
に
３
年
以
上

従
事
経
験
者
（
21
歳
以
上
の
方
）

定　
　

員　

60
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申　
　

込　

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
産
業
（
７
業
種
）
に
該
当
す
る
事
業
場

で
働
く
労
働
者
に
は
、「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
重
労
働
賃
金
室
ま
た
は
最
寄
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
三
重
労
働
局
Ｈ
Ｐ
》

http://w
w

w
.m

ie-roudoukyoku.jsite.m
hlw

.go.jp

今
回
の
改
正

http://w
w

w
m

ie-roudoukyoku.jsite.m
hlw

.go.jp/
var/rev0

/0
0

1
1

/1
7

6
9

/

（
伊
勢
市
一
之
木
４
丁
目
６
４
４
︱
３
）

印
鑑
・
受
講
料
・
写
真
２
枚（
２
・
５
×
３
・
５

㎝
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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有 料 広 告

11月27日（日） 10：00～

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理学療法学科　昼間部 4 年制

伊勢市御薗町高向1658　　 E-mail: iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

事前予約・お問い合わせは
→0596-24-2540

理学療法士養成学校

オープンキャンパス開催中

有 料 広 告

医療の世界へ
チャレンジしませんか？

害虫退治 （動力噴霧器使用）、

竹 ・枝切り、 草刈り、

樹木の伐採 ・ ・他

『私達の健康は、私達の手で』⑬

『脂質異常症を予防する料理』
玉
城
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
玉
城
食
改
）
で
は
、
み
な

さ
ん
の
健
康
の
推
進
を
目
指
し
、『
私
達
の
健
康
は
、
私
達
の
手

で
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

◆
９
月
17
日
（
土
）

「
脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
」
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

き
の
こ
と
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
料
理
を
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
作
り
ま
し
た
。「
美
味
し
か
っ
た
の
で
、
家
で
も
作
り
た
い
」

「
野
菜
と
き
の
こ
は
低
カ
ロ
リ
ー
や
よ
な
」
と
い
う
会
話
も
あ

り
、
脂
質
異
常
の
料
理
に
関
心
を
示
し
て
み
え
ま
し
た
。

◆献立◆
①さけのなめ茸あんかけ
②糸寒天サラダ
③きのこの和風スープ
④黒糖ういろう

『脂質異常症を予防する料理』の「さけのなめ茸あんかけ」

<<作り方>>

①さけは一口大に切り、酒をふって
おく。厚揚げは８等分に切る。

②180度に熱したオーブンの天板に
オーブンシートを敷き、①をのせ
て10分程度焼く。

③小さめの鍋にＡを入れて混ぜ、ひ
と煮立ちさせ、なめこを軽く洗っ
たものを加えてさっと煮、水で溶
いた片栗粉でとろみをつける。

④皿に②を盛り付け、③をかける。
仕上げに大根おろしと小口切りに
した青ねぎをのせる。

玉
城
食
改
か
ら
お
知
ら
せ

一般伝達講習の日程

一般伝達講習とは、どなたでも参加できる料
理の講習会です。みなさんの参加をお待ちして
います。

お問合せ　保健福祉会館（58）8000

11月24日（木） 高血糖を予防する料理

12月17日（土） おせち料理

さけのなめ茸あんかけ

材　料

大豆 １カップ
生さけ ４切れ
酒 大さじ１
厚揚げ 200ｇ
大根おろし 100ｇ
青ねぎ 20ｇ
　片栗粉 小さじ４
　水 小さじ４
　　だし汁 １カップ
　　みりん 小さじ２
Ａ　酒 小さじ２
　　しょうゆ 大さじ１
生なめこ 50ｇ
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INFORMATION
ありがとう手帖

♡
《ふるさと応援寄附金（9/1～ 9/30）》
●大堀正信様・鎌田晴美様・飯沼克博様ほか25名の方から、総額40万円のご寄附をいただきました。
※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。	※「ふるさと応援寄附金」については町ＨＰで紹介しています。

涼
し
い
風
が
さ
わ
や
か
で
星
空
や
月
を
見
て
そ
の
美

し
さ
に
う
っ
と
り
す
る
季
節
で
す
。

11
月
は
「
子
ど
も
虐
待
防
止
月
間
」
で
す
。
今
回
と

次
回
は
こ
の
虐
待
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
「
虐
待
の
お
お
ま
か
な
話
」、次
回
は
「
虐

待
防
止
の
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

虐
待
と
は
、
自
分
の
保
護
下
に
あ
る
者
に
対
し
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、
世
話
を
し
な

い
、
い
や
が
ら
せ
や
無
視
を
す
る
な
ど
の
行
為
を
言
い

ま
す
。
英
語
で
は
「abuse

」、「
濫
用
」
と
い
う
意

味
で
す
。
こ
こ
で
は
、
乳
幼
児
・
児
童
に
対
す
る
虐
待

の
お
話
で
す
。

ま
ず
、
虐
待
の
中
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
一
つ
目
は
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
暴
力
、

赤
ち
ゃ
ん
を
激
し
く
揺
す
ぶ
る
な
ど
の「
身
体
的
虐
待
」

で
す
。
二
つ
目
は
、
食
事
を
与
え
な
い
と
か
、
極
端
に

不
衛
生
で
あ
る
と
か
、
病
気
で
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
な
ど
の
「
ネ
グ
レ
ク
ト(

養
育
の
放
棄
・
怠
慢)

で
す
。
三
つ
目
は
無
視
や
脅
迫
な
ど
子
ど
も
の
心
を
傷

つ
け
る
言
動
を
す
る
と
か
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
配
偶

者
等
の
暴
力
等
を
行
う
な
ど
こ
れ
を
「
心
理
的
暴
力
」

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
表
面
に
出
て
き
に
く
い
虐
待
に

「
性
的
虐
待
」
が
あ
り
ま
す
。
性
的
虐
待
は
、
性
的
に

成
熟
し
た
人
が
子
ど
も
に
対
し
て
性
的
な
満
足
を
意
図

し
て
行
う
行
為
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
と
っ
て
過
度

に
性
的
な
刺
激
に
な
る
行
為
な
ど
の
こ
と
で
す
。

平
成
21
年
度
の
三
重
県
の
統
計
で
は
、
虐
待
さ
れ
た

子
ど
も
の
中
で
就
学
前
の
子
ど
も
の
割
合
は
45
％
に
も

な
り
ま
す
。
い
か
に
乳
幼
児
の
虐
待
が
多
い
か
わ
か
っ

て
い
た
だ
き
や
す
い
統
計
で
す
。

で
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
ど
ん
な
大
人
が
虐
待
を

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
実
の
親
が
虐
待
す
る
割

合
が
高
い
の
で
す
。
好
き
好
ん
で
子
ど
も
に
虐
待
を
す

る
親
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
虐
待
の
原
因

は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
経
済
的
な
不

安
定
さ
、
単
身
家
庭
、
夫
婦
の
不
和
、
近
隣
か
ら
の
孤

立
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ひ
と
り
親
で
立

派
に
子
ど
も
を
育
て
て
み
え
る
方
は
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
原
因
は

複
雑
で
そ
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
隠
れ
て
い

る
の
か
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
で
虐
待
防
止
ま

た
は
予
防
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
次
回
に
考
え
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
虐
待
を
受
け
て
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ

ど
も
た
ち
、
ま
た
生
き
て
い
な
が
ら
も
一
生
苦
し
ん
で

い
る
人
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
て
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
虐
待
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
あ
な
た
の

周
り
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す 

子
育
て
総
合
支
援
室　
（
５
８
）８
０
０
０

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

住宅ローンコンサルティング　久保ＦＰ事務所へ一度ご相談を！

実際に喜んで頂いたお客様の例です！（住宅ローン 当初借入れ2400万円　築5年）
・相談前　住宅ローン返済　月々 ７.６万円　ボーナス ９.１万円
・相談後　住宅ローン返済　月々 ６.４万円　ボーナス ７.３万円
※10年間で支払い総額約180万円減額、10年後の残債予定額約45万円減額
　10年間で200万円以上の支払いコストを削減する事が出来ました！
お客様の状況により、支払いコストを削減する事が、出来ない場合もございます。先ずは一度相談下さい。

完全予約制となっています。相談日時等は連絡後決定させていただきます。

住宅ローンコンサルティング　久保ＦＰ事務所へ一度ご相談を！
住宅ローンアドバイザーが中立的な立場で提案致します！住宅ローンアドバイザーが中立的な立場で提案致します！

〒519-0414
度会郡玉城町佐田422-3
ＴＥＬ・ＦＡＸ ０５９６－５８－５８０６
携帯　０９０－７０２１－４１２４
e-mail　fpgblovers@yahoo.co.jp

•初回相談料は、お客様の相談内容やご要望をお聞きする
　ため、無料とさせていただきます。
•有料相談に移行する場合は、サービス内容、料金を明確に
　表示させていただきます。
•コンサルティング内容にご満足いただけない場合は、相談
　料をいただきません。

有 料 広 告 有 料 広 告

元気バスの停留所に
指定されています！

休 日╱日曜・祝日 30分マッサージ 2000円
60分マッサージ 3500円

0596－58－9522
度会郡玉城町佐田465
　　　　（岡出地区北側）

マッサージハウス なかがわ

予約優先

安心のマークは
国家資格を有する
治療院の証です
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特
別
編
　
国
学
者
本
居
宣
長

　
　
　
　
　
　
紀
伊
徳
川
家
の
治
世
を
批
判

そ
の
一
　
論
客
本
居
宣
長
面
目
躍
如

日
本
の
現
今
の
体
制
内
で
は
、
い
ず
こ
で
も
見
聞
で
き
る

出
来
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
時
代
も
変
わ
っ
て
、
太
平
洋
戦

争
以
前
の
日
本
で
は
、
日
常
的
に
見
聞
き
で
き
る
事
で
は
な

か
っ
た
。

時
代
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
江
戸
時
代
で
は
、
己
の
首
を
刎

ね
ら
れ
る
の
を
覚
悟
の
上
で
し
か
、
口
に
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。

「
体
制
批
判
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

前
回
と
前
々
回
の
「
歴
史
こ
ぼ
れ
噺
」
で
、
江
戸
時
代
の

あ
る
村
に
保
存
さ
れ
て
い
た
史
料
を
提
供
し
て
、
公
開
の
席

上
で
、「
体
制
批
判
」を
口
走
っ
た
一
人
の
男
を
取
り
巻
い
て
、

周
囲
の
村
人
が
、事
後
に
予
想
さ
れ
る
災
難
と
も
言
え
る「
吟

味
」「
処
罰
」
を
恐
れ
て
、
躍
起
に
な
っ
て
事
件
の
処
理
に

奔
走
し
た
百
姓
連
中
の
姿
を
紹
介
し
た
。

村
人
た
ち
は
、
紀
伊
徳
川
家
の
「
掟
」
の
中
で
、
そ
れ
に

合
致
す
る
よ
う
な
処
理
の
仕
方
で
、
事
件
を
収
束
さ
せ
る
以

外
に
は
、方
法
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

一
つ
の
方
法
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
訴
状
」
の
提

出
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
れ
に
は
、い
く
つ
か
の
難
関
が
あ
っ

た
。村

の
庄
屋
・
大
庄
屋
・
各
奉
行
所
・
若
山
勘
定
奉
行
所
・

家
老
連
中
と
い
う
役
人
が
、
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。訴
状
の
内
容
が
問
題
視
さ
れ
る
以
前
に
、「
訴
え
る
行
為
」

そ
の
も
の
が
、「
越
訴
」
で
あ
る
と
し
て
、
断
定
さ
れ
、
訴

状
は
見
捨
て
ら
れ
る
の
が
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
僥
倖
（
思
い
が
け
な
い
幸
い
）
が
、
選
り
に

も
選
っ
て
、
時
の
有
名
な
国
学
者
で
あ
っ
た
、
松
坂
の
本
居

宣
長
の
と
こ
ろ
へ
、
廻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
居
宣
長
が
、
訴
状
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯
を
簡
単
に
説

明
し
よ
う
。

江
戸
時
代
の
中
期
の
、
国
学
者
で
あ
る
本
居
宣
長
は
、
日

本
の
代
表
的
な
古
典
で
あ
る
「
源
氏
物
語
」
や
「
古
事
記
」

の
研
究
で
は
最
高
の
人
物
で
あ
る
。

天
明
時
代
（
一
七
八
〇
年
代
）
は
続
い
て
起
こ
っ
た
凶
作

が
原
因
で
、
米
価
の
高
騰
や
打
ち
こ
わ
し
な
ど
あ
り
、
不
安

定
な
社
会
情
勢
で
あ
っ
た
。

紀
伊
徳
川
家
の
九
代
当
主
治
貞
は
、
そ
の
窮
状
を
打
開
す

る
た
め
、
特
に
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
「
お
勝
手
不
如

意
」
の
件
を
解
決
す
る
た
め
の
妙
案
を
、
領
下
の
主
だ
っ
た

配
下
の
者
に
書
付
へ
記
し
て
、
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

そ
の
頃
、
紀
伊
徳
川
家
に
招
か
れ
て
、
国
学
の
塾
を
若
山
で

開
い
て
い
た
本
居
宣
長
は
、
塾
生
か
ら
勧
め
ら
れ
て
、
そ
の

妙
案
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
の

が
、「
秘
本
玉
く
し
げ
」
で
あ
る
。

「
お
勝
手
不
如
意
」
の
解
説

紀
州
徳
川
家
の
歴
代
の
当
主
を
悩
ま
せ
た
懸
案
事
項
で
あ

る
。「
家
計
が
、
常
に
収
入
よ
り
支
出
が
多
く
赤
字
財
政
だ
」

と
言
う
事
で
あ
る
。
毎
年
の
年
貢
（
約
二
十
八
万
石
）
の
約

70
％
は
家
来
へ
の
家
禄
・
役
禄
で
消
え
、
残
り
の
八
万
四
千

石
で
遣
り
繰
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
族
の
生

計
費
・
江
戸
幕
府
か
ら
命
ぜ
ら
れ
る
工
事
の
費
用
・
参
勤
交

代
の
経
費
・
江
戸
に
構
え
る
紀
州
徳
川
家
の
十
カ
所
余
の
広

大
な
屋
敷
の
維
持
費
等
領
下
か
ら
、
い
か
ほ
ど
御
用
金
を
集

め
て
も
、
焼
け
石
に
水
同
然
で
あ
っ
た
。
最
後
の
手
段
と
し

て
、家
来
へ
渡
す
家
禄
役
禄
を
半
減
す
る
「
半
知
借
り
上
げ
」

を
数
年
も
実
施
し
て
、
紀
伊
徳
川
家
は
、
や
っ
と
窮
地
を
脱

す
る
事
が
出
来
た
。

【
提
供
者　

加
納
利
和
】

歴
史
こ
ぼ
れ

噺噺ばなし

有 料 広 告
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10月25日～11月24日
たまきチャンネル	新プログラム
時 内　　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7 00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組
0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②
7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

2 00 番組終了

ビデオレポート（毎週土曜日更新）
【10月29日】◦茶屋収穫祭
【11月 5日】◦アスピア玉城秋まつり
【11月12日】◦文化祭（玉中）
【11月19日】◦文化祭（外小）

音声付文字情報『ちょっとたまき』(毎週土曜日更新)

特別番組（毎月1・16日更新）
【11月 1日～15日】	 第９回ふるさと講演会
【11月16日～30日】	 第４回福寿学級

知っ得、納得（毎月5・20日更新）
【11月5日～19日】	 インフルエンザ予防
【11月20日～12月4日】	 障害者週間について

議会放送（終了まで）
町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。

みなさんが撮った映像・作った番組を大募集！！
（例）美しい景色や珍しい花（町内に限らず）
　　　サークル・ボランティア団体の紹介・募集など

○	番組に関するお問合せ…
役場総務課　電話（58）8200

○	放送に関するお問合せ…
㈱アイティービー　電話　（27）0700

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

議会放送
（議会終了まで）

閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

閉会後再放送

玉城チャンネルについてご意見・ご感想をお待ちしています。
注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

たまきチャンネル CATV
10ch

ふるさと情報発信ラジオ番組　ＦＭ三重78.9MHZ
　　「元気ですたまき」放送中！　毎週木曜日　16：00～

有 料 広 告
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玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。住民票、所得証
明、各種申請、相談などにご利用

ください。

診療内容のお知らせ	
玉城町国民健康保険玉城病院（58）3039

■玉城町役場
TEL	58-8200	 FAX	58-4494

●総務課	 TEL	58-8200
●税務住民課	 TEL	58-8201
●生活福祉課	 TEL	58-8203
●産業振興課	 TEL	58-8204
●建設課	 TEL	58-8205
●上下水道課	 TEL	58-8207
●出納室	 TEL	58-8210
●議会事務局	 TEL	58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）
TEL	58-8212	 FAX	58-7588

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

■玉城病院
TEL	58-3039	 FAX	58-7299

■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設
TEL	58-3770	 FAX	58-3790

●訪問看護ステーション	 TEL	58-8117●訪問介護ステーション	
●居宅介護支援事業所	 TEL	58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）
TEL	58-7373　FAX	58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）
TEL	58-8000	 FAX	58-8688

■さくら児童館
TEL	58-8527	 FAX	58-8528

■梅がおか児童館
TEL	58-8345	 FAX	58-8346
■いなほの郷児童クラブ室
TEL	58-3956	 FAX	58-3956
■中央公民館
TEL	58-6331	 FAX	58-7755
■アスピア玉城
●玉城ふれあいの館
TEL	58-8800	 FAX	58-8801
●ふるさと味工房アグリ
TEL	58-8686	 FAX	58-8687
■社会福祉協議会
TEL	58-6915	 FAX	58-6916
■元気バス	 TEL	58-8181

診 療 時 間　午前8時45分～正午
　　　　　　　午後3時～5時
受 付 時 間　午前8時～11時45分
　　　　　　　（皮膚科は11時30分まで）
　　　　　　　午後2時30分～4時45分

総合相談窓口　面談	 　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時～午後4時　（58）3039

ご 案 内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により担当医および診療曜日が変わることがあり
　ます。

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45～
12：00

内　　科 ※ 三重大学
循環器内科 循環器内科 三重大学

循環器内科 ※

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田 矢田 関口 矢田 矢田

特殊外来
三重大学
皮膚科

9：00～12：00

三重大学
眼科

9：00～11：30

午後
3：00～
5：00

内　　科 ※ ※

外　　科 三重大学
外科

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 川村 川村

整形外科 矢田 矢田

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りしていますのでご了承ください。
伊勢市休日・夜間診療所（内科・小児科）の案内
住　　所：伊勢市八日市場町13-1 伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596－25－8795
診 療 日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前10時～正午・午後1時～5時　　夜間　午後7時30分～10時
伊勢地域救急医療情報センター：電話0596－28－1199

放射線技師・臨床検査技師・
看護師・看護助手募集中�

※詳しくは玉城病院へお問合せください。

福祉会館まで

有 料 広 告

※小林副院長は休診
中です。

　外科担当医が代診
いたします。

有 料 広 告
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